

















































　結論を先に述べると、だいたい 1/√N程度になるはずだ。つまり、期待値が 10ならおよそ 0.33, 100なら 0.1、も




















ら B1には 1が表示され、0.4以上ならば 0が表示されるはずである。いま、0は「A以外」に対応する。
　「A以外」を具体的にしていこう。IF文の中に IF文を入れることも可能である。そこで、以下のようにす
れば、４つの血液型に分けられることになる、=IF(A1<0.4,1,IF(A1<0.6,2,IF(A1<0.9,3,4)))。これによって、
A1の値が 0.4未満なら 1,0.4以上 0.6未満なら 2,0.6以上 0.9未満なら 3、0.9以上なら 4が出力される
ことになる。この 1,2,3,4がA,B,O,ABに対応していると読めばよい。
3. では、これらのヒストグラムを作ってみよう。やり方は３と同様であるのでやってみてほしい。ただし、図に
する際は、横軸が数字ではわかりづらいので、どこかに（例えばD1～D4、どこでもよい）A,B,O,ABと書
いておき、それを横軸に使用するようにしよう。
　これも何度も乱数を振りなおして図を書いてみて欲しい。10人の集団では、血液型分布に偏りの出る
場合がかなりあることがわかるだろう。
4. 次に、もっとサンプルを増やして、100人でやってみよう。するとどうなるか。10人のときよりも 4:2:3:1に
近づき、偏りの目立つ場合が少なくなっていることがわかると思う。
　この場合も、典型的には√N人程度の「誤差」がある。相対誤差にすれば、√N/N=1/√Nとなるので、サンプル
が大きいほうがより期待値に近づくのである。
　逆に言えば、少人数のサンプルから全体を推測することは極めて危険であることがわかる。「歴代首相には○
型が多いから○型はリーダー向き」のような主張の無意味さを読み取って欲しい1。また、高々数百人のサンプル
で得た視聴率では 0.1ポイントの違いは完全に誤差の範囲で比較する意味がないこともわかるだろう。
課題：100人の集団に対するヒストグラムの図を印刷して提出する。
５．課題（再掲）
1. サイコロを 60回ふったときのヒストグラムのグラフ
2. ランダムに選んだ 100人の血液型分布（ヒストグラム）のグラフ
これらを印刷して提出せよ（番号・名前を忘れずに）。
1 1万人以上のサンプルで慎重に調べた結果、血液型と性格の間には強い相関（血液型から性格を当てる、あるい
はその逆が可能なくらいの強さ）はないということが既に明らかになっている。つまり、仮になんらかの相関があった
としても、それは 1％程度のごくわずかな違いしかない、ということであり、日常生活のレベルでは血液型と性格は
無関係であると言ってよい。
